
　水の中で泳ぐ魚を指さし、「おさかな ！ ！ 」と
元気いっぱいでお母さんに報告しているところ
です。アニメや大きなトラックなど、色々なも
のに興味津々な海司くんですが、特にイチゴ
には目がありません。頻繁にＪＡの直販所で
イチゴを買っては嬉しそうに食べるそうで、こ
の日もイチゴを買いに来ていました。あんまり
食べ過ぎると、お母さんに止められちゃうそう
ですよ。
　クリスマスが近いということで、クリスマス
カラーの可愛らしい服がとても似合っていま
すね ！  直販所へのまたのお越しを、お待ちし
ております (^^♪

真っ赤なイチゴに首ったけ
佐竹 海司くん　（１）
さ  たけ　かい  じ

中村支所管
内より

中村支所管
内より

西土佐支所管内より

中村支所管内より

なか ぐみ きずな　　かい

大人気のおからのお菓子
中組 絆の会の皆さん

　私たち「絆の会」は、西土佐の中組地区にあり
ます。週二回ほど集まっては、木綿豆腐、かりんとう、
ドーナツを手作りして道の駅「よって西土佐」へ出品
しています。
　かりんとうとドーナツの材料には、お豆腐を作る際
の副産物「おから」を使用。更には、卵や乳製品
を一切使わず仕上げているのでとってもヘルシーで、
アレルギー等がある方にも安心して楽しんでいただけ
ます。ＴＶや情報誌で取り上げていただいたこともあ
り、味には自信があります ！  是非、よって西土佐に
立ち寄った際には食べてみてください。商品につい
ての質問などありましたら、下記の連絡先でも対応
しています。
ＴＥＬ ：0880-52-2160

　見ているこっちまで眠たくなってくるような、可愛ら
しい寝顔の幸くん。枕からはみ出した頬のお肉が、
なんともたまりません。どうやらお気に入りの椅子が
あるようで、特に寒い今の時期、一度座り込んだら
ご飯とトイレの時以外はほぼ動きません。相当、
お気に入りのようですねえ。
　まったりとしている幸くんですが、なんと家出を
して７カ月ほど行方不明になっていたのだとか。
もうダメだろうと思っていたある日、ひょっこり帰って
きたそうです ！  よく帰り道覚えてたね ！  賢い ！  

うとうと夢見ごこち
幸くん（不明）
ゆき

やんちゃ君は肩が大好き
まるくん（不明）

　目を真ん丸にして、今まさに肩に飛び乗ろう
としているような、そんな一枚。やんちゃで元
気いっぱいなまるくんは、人の肩に乗るのが
大好きだそうです。高いところが落ち着くのか、
単に甘えん坊なのか・・・理由は定かではない
ですが、目があえば肩に乗せろとせがんでくる
そうですよ。
　今はまだ小さいからいいけれど、さらに大きく
なって重くなってきたら……まるくんを肩に乗せ
続けるために、飼い主さんは筋トレをして備え
ないといけないですね ！  
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初心者（家庭菜園）向け

●耕土が深く、排水が良く、土壌水分の変
化が少ない場所を選びましょう。
●早めの間引きで、肥大促進が期待できます ！
●収穫が遅れて、スジが入ったり割れたりし
ないように注意しましょう。

栽培のポイント

種まき
●小カブは、株間15cmにとってスジ播きにするか、
　畝全面にタネ間1.5～２cm程度にばら播きします。
●大カブは株同士の間隔を25～30cmにとって、１ヶ所５～
６粒ずつ点播きにします。適当なビンの底などで、所定の
間隔に播き穴をつけておくと綺麗に播くことができます。
●覆土は、0.5㎝程度にします。

2

●以下は、小カブの場合の例です。

3 間引き

●収穫の目安は以下の通りです。
　小カブ ➡ 直径５～６㎝
　大カブ ➡ 直径８～10㎝

5 収　穫

●２回目、３回目の間引きの後に、追肥と土寄せを行
います。追肥は１㎡あたり20ｇで構いませんが、乾燥
している時は潅水を兼ねて液肥を施しましょう。

4 追肥・中耕

土作り
●種まきの20日くらい前に石灰を施し、20㎝ほどの深さに耕
しておきます。

《基肥１㎡当り》
　・堆肥 ２ｋｇ（早めに） ・石灰 150ｇ
　・ヨウリン 60ｇ ・有機１号ペレット 150ｇ

1

《本葉１枚の頃》 《本葉３枚の頃》 《本葉５～６枚の頃》
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集
落
営
農
を
広
域
連
携
す
れ
ば
、

こ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す

　

幡
多
地
域
で
は
、
60
を
超
え
る
集
落
営
農
組
織

が
地
域
の
農
地
を
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
集
落
営
農
組
織
も
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
現
在
の
人
員
で
組
織
活
動
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
集
落
営
農
組
織
（
法
人
、
任
意
）
や

集
落
（
中
山
間
集
落
協
定
な
ど
）
が
、
広
い
地
域
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
、
協
力
・
連
携
し
て
活
動
す
る
取

り
組
み
（
広
域
連
携
）
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

※
広
域
連
携
の
範
囲

　

小
学
校
区
や
旧
町
村
の
範
囲
な
ど
。

※
広
域
連
携
の
目
的

　

集
落
営
農
組
織
や
集
落
が
抱
え
る
共
通
の
課
題

　

を
広
い
範
囲
で
協
力
し
て
解
決
す
る
こ
と
。

①
省
力
化
・
経
費
削
減

　

➡
大
型
機
械
・
ド
ロ
ー
ン
等
の
共
同
購
入
・

　
　

共
同
利
用
等

　
　
（
機
械
導
入
に
補
助
事
業
の
活
用
が
可
能
）

②
コ
ス
ト
低
減

　

➡
肥
料
・
農
薬
資
材
の一
括
購
入
、

　
　

生
産
資
材
の
統
一
化
等

③
人
材
の
確
保

　

➡
労
働
力
の
相
互
補
完
、
共
同
雇
用
等

④
販
売
体
制
の
強
化

　

➡
生
産
物
の
共
同
販
売
、
ブ
ラ
ン
ド
化
等

　

幡
多
地
域
で
は
、
黒
潮
町
農
業
公
社
を
中
心
組

織
と
し
て
集
落
営
農
組
織
（
法
人
、
任
意
）、
中

山
間
集
落
協
定
が
連
携
し
た
、『
大
方
地
域
組
織

間
連
携
協
議
会
』（
パ
タ
ー
ン
２
の
形
態
）
が
設
立

さ
れ
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
共
同
防
除
を
始
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
土
佐
清
水
市
、
四
万
十
市
で
も
広
域

連
携
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
全
体
の
農
地
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
広

域
連
携
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か 

？

パターン１パターン２

広
域
連
携
の
主
な
活
動
内
容

広
域
連
携
の
形
態

「
機
械
の
更
新
費
用
が
高
い
」

「
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
」

「
後
継
者
が
い
な
い
」

「
継
続
し
て
農
地
を
守
れ
る
か
不
安
」
等
…

こ
ん
な
こ
と
に
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

連携した組織のうち、一つの法人
が中心となって、事務や事業活
用等を行う。

上部に広域連携組織を設立し、
この組織が事務や事業活用等を
行う。

広域連携組織（法人、任意）
集落営農法人

集落営農任意組織

集落営農法人 中山間集落協定

集落営農
法人

集落営農
任意組織

中山間
集落協定

月

計画

１月２月 ３月４月５月６月７月８月９月 10月 11月 12月

【作付け計画】 :播種　Ｖ:間引き　ー:生育　■:収穫

Ｖ Ｖ Ｖ Ｖ
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▼
お
孫
さ
ん
の
ご
生
誕
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
な
ん
と
も
可
愛
ら
し
い
お
名
前
で
す
ね
。
柚

子
の
木
の
棘
の
よ
う
に
強
く
た
く
ま
し
く
、
ま
た

時
に
は
柚
子
の
あ
の
香
り
の
よ
う
に
人
の
心
を
和

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
お
子
さ
ん
に
育
つ

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
柚
子
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
、

当
た
り
ま
す
よ
う
に
！

県
外
に
住
む
息
子
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

な
ん
と
、
名
前
が
『
ゆ
ず
』
途
端
に
、
な
ん
だ
か

柚
子
が
と
て
も
気
に
な
り
始
め
ま
し
た
（
笑
）
柚

子
加
工
品
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
が
当
選
で
き
た

ら
、
息
子
に
送
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
！

（
中
村
支
所
管
内
・
65
歳
）

今
年
は
布
マ
ス
ク
を
た
く
さ
ん
縫
い
ま
し
た
。「
こ

れ
も
可
愛
い
ね
」、「
色
が
い
い
ね
」
な
ど
、
お
互
い

の
マ
ス
ク
を
誉
め
あ
う
の
は
人
生
で
初
め
て
の
経

験
。
県
内
も
感
染
者
が
落
ち
着
き
ま
せ
ん
ね
。
こ

れ
か
ら
も
予
防
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
中
村
支
所
管
内
・
67
歳
）

▼
宿
毛
の
女
性
部
さ
ん
の
味
噌
作
り
を
覗
か
せ
て

い
た
だ
い
た
事
が
あ
る
の
で
す
が
、
見
慣
れ
な
い
新

鮮
な
作
業
内
容
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
女

性
部
員
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
手
慣
れ
て
い
て
、
こ

れ
は
美
味
し
い
味
噌
が
で
き
そ
う
だ
な
あ
と
、
素

人
な
が
ら
に
感
じ
ま
し
た
。
娘
さ
ん
が
、
美
味
し
い

料
理
に
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
！

▼
２
０
２
０
年
を
振
り
返
る
と
、
本
当
に
思
い
も
よ

ら
な
い一
年
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
印
象
で
す
。
日
に

日
に
自
粛
の
波
は
大
き
さ
を
増
し
、
至
る
所
で
聞

か
れ
て
い
た
賑
や
か
な
笑
い
声
も
今
で
は
懐
か
し

く
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
年
は
ど
ん
な
一
年
に
な

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、一
刻
も
早
く
マ
ス
ク
が
い

ら
な
い
日
常
を
望
む
ば
か
り
で
す

マ
ス
ク
顔　

声
を
掛
け
ら
れ　

あ
ん
た
誰

（
中
村
支
所
管
内
・
71
歳
）

▼
２
０
２
０
年
を
う
ま
く
表
し
た
川
柳
で
す
ね
（
笑
）

出
会
う
人
全
員
が
マ
ス
ク
を
着
け
、
急
に
話
し
か

け
ら
れ
て
も
、
ど
ち
ら
様
で
す
か
？  

と
な
っ
て
し

ま
う
の
は
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
美
人
や
マ
ス

ク
イ
ケ
メ
ン
と
い
う
言
葉
も
流
行
り
、
素
の
顔
を

み
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
少
し

寂
し
い
で
す
ね
。

▼
仕
事
柄
、
私
は
多
く
の
農
家
さ
ん
を
取
材
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
栽
培
品
目
や
栽
培
方
法

な
ど
は
ま
さ
に
十
人
十
色
で
、
人
そ
れ
ぞ
れ
違
い

ま
す
。
た
だ
、
農
業
に
取
り
組
む
姿
勢
だ
け
は
皆

さ
ん
変
わ
り
ま
せ
ん
。
と
て
も
一
生
懸
命
に
、
真
摯

に
野
菜
と
向
き
合
っ
て
い
る
印
象
で
す
。
作
業
は

大
変
そ
う
な
の
に
、
辛
そ
う
に
や
っ
て
い
る
方
は

見
た
こ
と
が
な
い
で
す
。

家
庭
菜
園
で
わ
ず
か
な
野
菜
を
作
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
農
家
の
方
た
ち
の
大
変
さ
を
感
じ
ま
す
。

12
月
号
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
宮
下
さ
ん
の
よ
う
に
、

農
業
が
楽
し
く
て
仕
方
な
い
と
言
っ
て
く
れ
る
よ

う
な
若
者
が
増
え
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

（
十
和
支
所
管
内
・
69
歳
）

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
味
噌
作
り
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
退
職
し
た
ら
味
噌
作
り
を
し
て
み
た
い

な
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
夢
が一つ
叶
い
ま
し
た
（
笑
）

結
婚
し
て
い
る
娘
が
嬉
し
そ
う
に
持
ち
帰
っ
て
く

れ
る
の
で
、
私
も
嬉
し
い
限
り
で
す
。

（
中
村
支
所
管
内
・
61
歳
）

家の光新刊図書のご案内

家の光図書　絶賛貸出中 ！

●料理本編集者マリエの
　ひとり暮らしの台所　幸せの習慣
　 園田マリエ著
　 定価：1,650円（税抜）
　編集者歴30年の著者がたどり着いた、
コンパクトで使いやすい台所とムリしない
料理のコツ。自分に本当に必要なものだ
けを残すことで、快適なキッチンライフが
手に入ります。

●ほほえみを忘れずに。
　ルンルンでいきましょう
　 美輪明宏著
　 定価：1,540円（税抜）
　先行きが見えないこの時代に美輪明
宏さんがおくる、たくましく生き抜くヒント。
先波乱万丈の人生を生き抜いてきた御
年85歳の美輪さんが、あらゆる悩み相談
に、厳しくもやさしい言葉で答えます。

　家の光図書は、どなたでも借りることが
できます。ご希望の方は、幡多地区本部
窓口までお越しください ！

●いちばんやさしい　米粉のおやつ
　 今井ようこ著
　 定価：1,540円（税抜）
　パンケーキ、パウンドケーキ、クッキー
などの定番おやつはもちろん、どら焼き
や大福、おだんごなど和のおやつまで。
みんなが大好きなおやつが、全部米粉で
作れます。米粉は、混ぜすぎても失敗が
なく、小麦粉よりも扱いが簡単です。


